
(別紙)

マニフェスト重要度検証総括

安心して子育てできる・子どもが元気に育つ東近江市づくり Ａの割合 Ｂの割合 Ｃの割合

1 中学校まで医療費無料化 32% 42% 26%

2 全中学校で給食を提供 74% 16% 11%

3 校舎の耐震改修 79% 21% 0%

4 エアコン設置 16% 42% 42%

5 保育所・学童保育の待機児童の解消 63% 37% 0%

高齢者や障がい者が安心してくらせる東近江市づくり

6 退職者の地場産業への再就職と就農を斡旋支援 16% 63% 16%

7 障がい者自立支援法を上回る独自の支援 26% 53% 11%

8 高齢者の生活習慣病・介護予防・歯の健康対策の充実 11% 79% 5%

命と健康を守る包括地域医療で安心の東近江市づくり

9 能登川病院・蒲生病院の医師確保と経営力を強化 74% 21% 0%

10 私立病院、個人病院と連携して地域包括医療水準の向上 74% 16% 5%

11 国立滋賀病院の充実に支援 74% 16% 11%

発展の５重奏

交通網の整備 Ａの割合 Ｂの割合 Ｃの割合

12  石榑トンネル開通で東海地方との交流強化 16% 47% 16%

13 蒲生・湖東三山スマートインター設置で物流強化 11% 53% 26%

地元産業・商工業の振興

14  信用保証支援による融資制度の拡大と充実 5% 47% 16%

15 学校給食には東近江産の農産物を使用 47% 47% 5%

東近江ブランドを世界へ

16  商社・広告会社とＩＴ活用で地場産業の育成強化 5% 53% 16%

17  東近江ブランド規格の厳格化と遵守で信用力向上 0% 58% 16%

コミュニティビジネスの創造

18  拠点観光地域（五個荘地区旧家の町並み等）支援 5% 74% 16%

19  グリーンツーリズム、スローフードで過疎対策の充実 11% 74% 5%

クリーンエネルギーの活用

20  ソーラパネル設置補助等で太陽光利用促進 21% 32% 37%

21  菜の花やひまわり栽培とてんぷら油の燃料化 5% 58% 26%

行財政改革

Ａの割合 Ｂの割合 Ｃの割合

22  借金（1000億円）を100億円以上の削減 63% 26% 0%

23  人件費（退職者不補充）、管理費は30億円の削減 58% 37% 0%

24  公共事業は、教育環境整備を最重点に実行 42% 37% 11%

25  密室・とりまき政治、利権・特権をなくす 68% 16% 11%

26  情報公開し、市民参加で行財政改革の実行 63% 32% 0%

27  今後10年間の道路建設計画を市民参加で策定 11% 58% 11%

28 支所に予算と権限を譲渡し地域のことは地域で解決 58% 16% 16%

安心の３重奏
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　【理由】
　Ａを選んだ理由
　　１　選挙での争点だったもの
　　２　Ｎネットで特に力を入れてかかれているもの
　　３　緊急度が高いもの
　　４　お金がかかっても是非やるべきもの
　　５　４年後には確実に実現するもの

　Ｂを選んだ理由
　　１　今すぐではないが、しっかり取り組むべきもの
　　２　総合計画に入れて実行してほしいもの
　　３　４年後には、実現又は進捗がみられるべきもの

　Ｃを選んだ理由
　　１　その他


